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未然防⽌︓１－①燃料ライン(ｸﾗﾝﾌﾟ/ｼﾞｮｲﾝﾄ)

IC.5.7.4適合
燃料ホースクランプ

⽕災事故を起こさないためには、まず燃料を漏らさないこと
漏れやすいのは「継⼿」部で以下を推奨

IC.5.7.5不適合（使⽤できない）
燃料ホースクランプ

IC.5.7.4（IC.6.2.3)適合
ジョイント

リターンなど圧⼒のかからない
ところには、使⽤可

クランプに緩み⽌めは不要です

※⽕災参考事例有



未然防⽌︓１－①燃料ライン(燃料ﾎﾟﾝﾌﾟ)

燃料ポンプ等のクランプ例

燃料ポンプの固定が緩く振動すると
継⼿部からの燃料漏れを招く
クランプで確実な固定を推奨



未然防⽌︓１－①燃料ライン(漏れチェック)

染⾊浸透探傷試験⽤の現像剤を⽤いると僅かな滲みも早期に発⾒できる。
本来は、主に⾦属のクラックを検出するもの。
洗浄（⻩）＞浸透（⾚）＞洗浄（⻩）＞現像（⽔⾊）の順番に⽤いる。
クラックに浸み込んだ浸透剤を現像剤が吸い出し、傷の有無を確認する。
この現像液のみを使ってガソリン、オイル等の滲みを発⾒することができる。
現像剤をあらかじめ、吹き付けておくことでわずかな漏れでも発⾒することができる。

洗浄 浸透 現像



未然防⽌︓１－②燃料レール
燃料レールがＯＥＭであっても、締結先が⾃作部品の場合はシステムとして“⾃作”
扱いとして、クリティカルファスナー要件（T.8.2）が適⽤される。
※写真⾚枠部

ＯＥＭ燃料レール

⾃作部品



⼤気圧＋0.01Kpa〜0.02Kpa

エアーコンプレッサー

⽔中

未然防⽌︓１－③燃料タンク（気密確認）
燃料が漏れないよう適切な⽅法で「気密性」を確認すること。
製作に⾃信がなければ、外部に製作依頼しても良い。

ドレンワッシャ― は、再使⽤厳禁（毎回新品を使うこと）



未然防⽌︓１－③燃料タンク（フレームとの固定）
シャシーの荷重(ねじれ)をタンクが受けないように取り付けには（ゴムブッシュを⼊れる
など）余裕を持たせること（Ｘ－Ｙ軸）。
※取り付けボルトの軸トルク低下対策は、確実に⾏うこと。
IC.5.3.1 ブラケットが脆弱な場合、そこからクラックが⼊る可能性がある



Fuel
Tank

床下が覆われる場合はD25mm⽳2個以上のドレインを持つベリーパンを設置すること
が望ましい。床板に⽳のみの場合は「堰」等でコクピットへの流⼊を防⽌。

未然防⽌︓１－③燃料タンク（ベリーパン）

タンクから燃料が漏れた場合は、確実
に路⾯へ滴下させること。
床板に滴下した燃料が、減速Ｇによっ
てコックピット内に侵⼊しないように対策
を講ずること。
※安全上、タンク下に床板がない構造
が望ましい。

「堰」



未然防⽌︓１－③燃料タンク（排気管との距離）
・燃料タンクと排気管のクリアランスは50mm以上確保すること。

⇒2023ローカルルールにて定義

遮熱板

但し、５０㎜確保できない場合は、⾛⾏中の燃料温度がJIS規格K2202-2012の５０％留出温度を超え
ないように、ファイヤウォールと同等の耐⽕性を有する遮熱板を追加し、また、これを証明するエビデ
ンスを提出すること。



未然防⽌︓１－③燃料タンク（給油⼝位置）
給油時、こぼれた燃料に引⽕しないよう、給油⼝の周辺に発⽕源がないこと。
IC.5.2.1
※概ね、⾚円の範囲



未然防⽌︓１－③燃料タンク（通気孔/チューブ）
－通気⼝(逆⽌弁)の使⽤⽅法ー
・垂直⽅向に確実に固定する
・向きに注意する
・チューブはフレーム下まで垂らす

－(サイト)チューブ－
耐油チューブの使⽤禁⽌
（耐ガソリン性を証明）



⼤会における⽕災事例の⼤半が、実はエンジン破損に起因した⼤
量のオイル⾶散からの発⽕です。
コンロッドが脚を出してブロックを破損するには
①潤滑不良から焼き付き
②整備不良からコンロッド外れ・・・・の⼤きく２要因あります。

未然防⽌︓２ ｴﾝｼﾞﾝ破損



・油圧警告灯を頼らず⾛⾏前には、オイルの量だけでなく「状態」も確認すること。
過去⼤会において、⽔混⼊と思われる「乳化」状態のエンジンオイルが散⾒され
た。

油圧警報ランプ 油圧センサー

未然防⽌︓２－①潤滑不良

・潤滑不良の対応として、油圧低下が確認できる⼿段を備える。



・横G対策としてドライサンプを採⽤する場合、以下注意のこと。
①︓⼗分な量のエンジンオイルを⼊れる。（少なくとも規定量の２〜３倍）
②︓エア吸い込み対策 ⇒ 泡状化しｵｰﾊﾞｰﾌﾛｰ ⇒ 路⾯滴下
③︓オイルの温度のコントロール(オイルクーラーの設置）
など

YAMAHA HP より

ウエットサンプ⽅式 ドライサンプ⽅式

横Gに対するケア ⇒ 例︓ドライサンプ化

未然防⽌︓２－①潤滑不良



⽔内異物発⽣⇒その状態でエンジン始動⇒
シール異物噛み込み⇒シール摩耗⇒⽔漏れ
※シールも定期的に交換すること

⽔が混⼊し「乳化」状態に変質したオイルが噴出した事例が多かった。

未然防⽌︓２－①潤滑不良（オイルへの⽔混⼊）

1.W/Pインペラー
2.メカシール（フローティングシート）
a.メカシール（シールリング+スプリング+ハウジング）
3.オイルシール
b.W/Pカバー
c.W/Pボディー
d.W/Pシャフト

①Water/Pump軸受け部からの⽔漏れ

②ｵｰﾊﾞｰﾋｰﾄによる⽔漏れ
ｵｰﾊﾞｰﾋｰﾄ⇒熱歪み⇒⽔漏れ



エンジンを分解整備したとき
再組み⽴ては、正しい⼿順で確実に⾏うこと
・ボルトの締め忘れ
・締め付けトルク不⾜ が無いようダブルチェックを実施

未然防⽌︓２－②整備不良

2016⼤会においてコンロッドの⾜だしが発⽣し
ています。
⇒⽕災に⾄らなかったのは幸い



「あらゆる熱源」からドライバーを守ること。 （T.1.8.1）
※熱源の温度に応じた材料で構築すること

⽕炎など⾼温への対応は、
板厚 アルミならt0.7㎜ 鉄板ならt0.5㎜ 以上を推奨

※深井製作所“enbrella”の場合、
・複層品、単層品（1㎜） ︓耐⽕基準への適応確認済み、無条件で使⽤可。
・単層品（0.5㎜、0.3㎜）︓チームによる耐⽕証明を求める

ファイヤーウォールは、隙間なく製作すること

ファイヤーウォール

ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ保護︓３ファイヤーウォール



ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ保護︓３ファイヤーウォール
製作事例(隙間なく）

・ファイヤーウォールは、隙間なく作る。（ハーネスは、グロメットを⽤いて通す）



その他︓４－①シェイクダウン

以下⼿順で慎重に⾏う

③⾛⾏は徐々に速度を上げて試⾛︕

④加速、旋回、停⽌で、サス＆ブレーキ確認︕︕

※シェイクダウン証明は、早めに提出のこと

②定置でエンジンを回し、燃料、オイル＆⽔の漏れを
何度も確認︕

①燃料を⼊れ、タンク＆燃料ラインからの漏れを確認︕



終わりに

・要点を守り、安全な⾞両を製作してください。

・⾞両を早く完成させ、⼊念なチェックを⾏い⼤会に出
場してください。

・無理な⼤会出場は事故を誘発し、⼤会そのものや
他チームへ迷惑を掛ける事になります。

第２１回⼤会は、技術⾞検を⼀発でクリアし、
動的競技を楽しんでください。
チームの検討を祈ります。



以下参考資料



⽕災事例（上位⼊賞経験のあるチーム）
燃料ライン（ジョイント部）からの燃料漏れにより⽕災発⽣。
炎はドライバーまで達したが、レーシングスーツに守られ、⽪膚が少し⾚くなった程度で済んだ。
直接的な原因は、ジョイント部の締め付け不良と推測される。



その他︓４－②キャブレターの対応

キャブレター⽅式を採⽤する場合は、以下に注意のこと
①燃料タンク位置の違いから、燃料供給⽅式(重⼒式)
が異なる。燃料供給⽅法については⼗分検討すること
②横Gの影響などにより、燃料がｷｬﾌﾞﾚﾀｰからｵｰﾊﾞｰﾌﾛｰし
やすい。ｵｰﾊﾞｰﾌﾛｰ燃料の対策を確実に⾏うこと。
（T8.2液体漏れ禁⽌に抵触する。）

例︓ｵｰﾊﾞｰﾌﾛｰ燃料をキャッチタンクで
受ける。

キャブレター⽅式を採⽤する
チームは無いので説明から省
きましょう。



未然防⽌︓１－③燃料タンク（排気管との距離）
（参考）JIS K2202-2012

オクタン価（リサーチ法） プレミアム・・・・・・・・９６．０以上（１号）
レギュラー・・・・・・・・８９．０以上（２号）

密度（１５度Ｃ） ０．７８３ｇ／ｃｍ3以下

蒸留性状 １０％留出温度・・・・・・・７０℃以下
５０％留出温度・・・・・・・７５〜１１０℃以下
９０％留出温度・・・・・・・１８０℃以下
１００％（終点）・・・・・・２２０℃以下
残油量容量・・・・・・・・・・２．０％以下

引⽕点 引⽕点︓－２０度Ｃ〜－４０度Ｃ

着⽕点 着⽕点︓約３００度Ｃ

沸点 沸点︓３０度Ｃ〜２００度Ｃ



未然防⽌︓ドライバーの熱保護

T.1.6 通常の乗⾞姿勢でドライバーが着座した時、表⾯温度が60 ℃以上になる可能性の
ある⾦属または他の部材にドライバーを接触させないため、⼗分な断熱材が使⽤されなくてはな
らない。
断熱材は、コックピットの外側にあってもよく、ドライバーシートまたはファイヤーウォールに合体され
ていてもよい。
設計では、排気管またはクーラントのホース/パイプのような熱源と、シートや床のようにドライ
バーが接触するパネルとの間での３タイプの熱伝導、つまり熱伝導性、対流、放熱への対処の
証拠を⽰さなければならない。

a.下記による熱伝隔離︓
ⅰ. 熱源とパネルの間で直接接触しない
ⅱ. 熱源とパネルの間に8 mm(0.3 ins)以上の厚さの耐熱の熱伝導隔離材を採⽤

b.熱源とパネル間に25 mm(1 inch)以上のエアギャップを設けることによる熱伝導隔離
c.下記による放熱隔離︓

ⅰ. 0.4 mm(0.015 ins)以上の厚さの⾦属の熱遮蔽板を採⽤
ⅱ. aⅱ.に組み込んだ反射⾦属板または反射テープを採⽤

参考︓ドライバーは、以下要件で保護されている。（ファイヤーウォール）


